
学生番号 ４ 氏名

※印の項目は，いずれかの□にチェック✓をつけてください

母 子・父 子 世 帯 申 立 書

↓ 受給の有無欄は，必ず，有･無のどちらかの□にチェック✓をつけてください。

区 分 受給の有無 受給有の場合の記入事項

（月額 円－支給停止額 円）×１２

＊証書（写）を添付のこと。 ＝ 年額 円

振込通知書の金額 円 × 年間振込回数 回

＝ 年額 円

＊申請時現在の振込通知書（写）を提出のこと。（様式６の注意書を参照のこと）

氏名 （申請者との続柄 ）より援助がある。

月額 円 ×１２ ＝ 年額 円

氏名 （申請者との続柄 ）より援助がある。

月額 円 ×１２ ＝ 年額 円

注意 様式１-②「家庭状況調書」の「特別控除関係欄」の該当箇所に，必ず状況を記入してください。
ページ下 枠内の１～６に該当する世帯は，住民票（「世帯全員のもの」と記載されたもの）を添付してください。

上記のとおり申し立てます。

平成 年 月 日

家計支持者 署名

申請者との続柄（ ）

( ｢世帯全員のもの｣と記載されたもの）

↓
「住民票」の添付が必要な世帯構成 ･････ 同一生計者全員について「住民票(世帯全員のもの)」が必要です。

１ 母又は父と 18歳未満の子（18歳以上で経済力のない就学者を含む。「以下同様」）

２ 母又は父と 18歳未満の子及び 60歳以上で経済力のない祖父母の世帯

３ 18歳未満の子の世帯

４ 祖父母と 18歳未満の子の世帯

５ 配偶者のいない兄姉と 18歳未満の子の世帯

６ 配偶者のいない兄姉と 18歳未満の子及び 60歳以上で経済力のない祖父母の世帯

注１）18歳以上の就学者（本人含む）及び長期に療養を要したり心身に障害のある場合等で，経済力のない人は，18歳未満の子として
扱ってください。

注２）「経済力のない」とは，前年の所得金額が 50万円以下（給与・年金の場合は 1,663,000円以下）の人をいいます。

①

②

③

死別の場合

遺族年金

生別の場合

父または母より
養育費･生活費等

の援助

親戚その他の方

からの援助

□有 □無※

（様式 ９）

児童扶養手当

□有 □無※

□有 □無※

□有 □無※


